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１．トップ自らが考え行動する
 

①

安全に対する意識変革安全に対する意識変革

１．安全はマネジメントそのもの

２．安全は全員参加

３．再発防止型から未然防止型へ

ＯＳＨＭＳを認証取得する



安 全 衛 生 理 念

安 全 衛 生 方 針

１．トップ自らが考え行動する
 

②

安全衛生方針安全衛生方針

１．事業場における危険又は有害要因を特定し、リスク低減活動を図ります

（リスクアセスメントを実施します）



リスクアセスメントスケジュール

リスクアセスメントを知る
（全員参加の階層別教育）

２．安全人間づくり
 

①

社員教育社員教育



２．安全人間づくり
 

②

演習と実践演習と実践

小集団活動

皆で考える
（全員発言）



２．安全人間づくり
 

④

運輸業に合うように一部見直し運輸業に合うように一部見直し



①作業要領書①作業要領書

②変化点管理②変化点管理
リスクアセスメントリスクアセスメント

③ヒヤリハット③ヒヤリハット
排除・改善

２．安全人間づくり
 

⑤

リスクの抽出リスクの抽出

リスクを抽出する３本柱を決定リスクを抽出する３本柱を決定



作業手順の中にリスクは無いか？
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⑥

作業要領書作業要領書



①

②

③

なし

ﾀﾞｲﾔ変更集荷

場所

確認者

不要

基幹ﾀﾞｲﾔ登録

不要

担当

基幹ﾙｰﾄ連結

立会い日程
なし 確認者

日にち 場所

関連ﾙｰﾄ積付更新

ﾒｲﾗ～平岩鉄工所向け、eかんばん化に伴いかんばん表記変更
※織機碧南にてかんばん発行

転送 ﾀﾞｲﾔ変更

日にち

K-63 三栄ｷﾑﾗ便（河村産業）

担当

なし 積付け変更

立会い日程

納入

チェック項目

チェック項目

立会い日程
なし

日にち

チェック項目

変化点
ﾒｲﾗ～平岩鉄工所向け、eかんばん化に伴いかんばん表記変更
※織機碧南にてかんばん発行

変更日 12月6日

■変化点詳細

積付け変更 ありなし

変化点
ﾒｲﾗ～平岩鉄工所向け、eかんばん化に伴いかんばん表記変更
※織機碧南にてかんばん発行

変更日 12月5日

配車一覧原紙更新 LMSﾏｽﾀ変更

■業務連絡内容

変化点

変更日 12月5日

確認者

基幹ﾙｰﾄ連結 基幹ﾀﾞｲﾔ登録 関連ﾙｰﾄ積付更新

完了 不要 不要 不要

場所

あり

完了

不要 完了

基幹ﾙｰﾄ連結 基幹ﾀﾞｲﾔ登録 関連ﾙｰﾄ積付更新

担当

不要 不要 完了

積付け変更 あり

積付更新 ﾙｰﾄ一覧更新

ｽﾃｰｼｮﾝ設定 変更履歴確認 積付更新 ﾙｰﾄ一覧更新

不要 完了

ｽﾃｰｼｮﾝ設定 変更履歴確認

不要 完了 完了 不要

積付更新 ﾙｰﾄ一覧更新

配車一覧原紙更新 LMSﾏｽﾀ変更

不要 不要

ﾀﾞｲﾔ変更 なし」

不要

配車一覧原紙更新 LMSﾏｽﾀ変更

不要 完了 完了 不要 不要 不要

ｽﾃｰｼｮﾝ設定 変更履歴確認

２．安全人間づくり
 

⑦

変化点管理変化点管理

業務連絡
 

→
 

変化の見える化

変化による新たなリスクは無いか？



２．安全人間づくり
 

⑧

ヒヤリ・ハットヒヤリ・ハット

リスク評価値記入欄を追加

見落としたリスクは無いか？



1回 作業 発生 ケガの ケガの 対策前 発生 ケガの ケガの 対策後

/日 形態 頻度 可能性 重大性 ﾘｽｸﾚﾍﾞﾙ 頻度 可能性 重大性 ﾘｽｸﾚﾍﾞﾙ

三好、明知工場
への右折時は、
対向車が非常に
見難い

横断歩道へ自転
車が急に飛び出
してくることがあ
る。

4/19

4/5

B

リフト後方に死角
が有る為、後退
時に通行中の人
に接触

2

作業場と通行帯
の分離を実施し
た。

1

2Ⅰ

Ⅲ

実施日

リ　ス　ク 評 価
対　策　後

優先順
位

対 策 内 容

対　策　前

リ　ス　ク　ア　セ　ス　メ　ン　ト　用　紙

対向車が完全に
いない事が確認
出来るまで右折し
ない

周囲を確認し歩
行者自転車を優
先する

前車の死角を考
えた行動をとる

譲り合い運転を
心掛ける

構内作
業レーンに製
品を置き後退
して方向転換
する

①

②

1 B

2 10 A

Ⅲ

2 10 Ａ Ⅲ

6 7

豊田市上丘町
廻間交差点
（右折）

作業分析

リ
フ
ト
業
務

運
転
業
務

5

2

リ ス ク の 内 容No 作業項目

２．安全人間づくり
 

⑨



２．安全人間づくり
 

⑩

注意喚起注意喚起
６Ｒ－ＵＬ
運行経路
危険箇所マップ
（豊田地区）

ユーネット
本社

①

 

豊田ＩＣ

 

交差点
ユーネット本社からの左折時は対向車に注意。
堤方面からの右折時は、
同方向車両との接触に注意

②

 

上丘町廻間

 

交差点
右折時は堤方面からの対向車が見難く、
衝突事故に注意。
また、横断歩道への自転車の
飛び出しも多く注意

注・側道へ降りる

見難い

③

 

三好町打越西池田

 

交差点
左側からの急な飛び出しが多く、
衝突に注意

飛び出し

④

 

三好町

 

打越池下

 

交差点
トヨタ社員通勤時、歩行者が多い。
左折時巻き込み注意

巻き込み

⑤

 

堤工場北門先

 

Ｔ字交差点
堤工場から三好工場へ向かう際、
北側からの車両が大変見難くい為、
繰り返しの安全確認が必要

見難い



土橋町の踏み切り
通行禁止
※　横道出入り車両で道路混雑
※　踏み切り段差有り
※　踏み切り横側道に入る車両

至　東名
豊田　ＩＣ

踏み切り
通行禁止

豊田地区　交通規制（自主：荷主：町内要請等)

豊橋地区　交通規制（自主：荷主：町内要請等)

白鳥～為当
昼夜通行禁止
※　危険防止　通学自転車多い
※　危険防止　道幅狭い

２．安全人間づくり
 

⑪

運用で危険回避運用で危険回避



会社の方向性会社の方向性
事例を通じた情報共有事例を通じた情報共有

小ミーティング

研修会

２．安全人間づくり
 

⑫

情報共有情報共有

全員参加全員参加
皆で考える皆で考える

 
⇔⇔

 
自ら考える自ら考える

将来に生かす将来に生かす



左折巻き込み防止

改善前 改善後

３．職場安全環境づくり
 

①

トラックの改造トラックの改造‐‐１１



改善前 改善後

死角を減らす

３．職場安全環境づくり
 

②

トラックの改造トラックの改造‐‐２２



危険を知らせる

３．職場安全環境づくり
 

③

トラックの改造トラックの改造‐‐３３

左へ
曲がります

バック
します



現場作業者は荷台の
 高さを基準にレーンへ
 投入する

見て分かる

３．職場安全環境づくり
 

④

物流センターでの工夫物流センターでの工夫



３．職場安全環境づくり
 

⑤

お得意様に提案お得意様に提案

年 月 日

　　　　　ヒヤリ・ハット摘出情報シート 登録No.・ F ・ Y ・ I －

会社名 提案者

１、いつ

２、どこで（工場、受入）

３、誰が

４、どんな作業をしていて

５、どうなりそうになった

６、要望事項他

７、対策部署回答

8、提案会社効果確認

[提案会社] → 幹事会社 → 調達部 → 各工場工務部（対策・回答） → 調達部 → 幹事会社 → 提案会社（効果確認） → 幹事会社

↓ ↓

リ-ダ-会社 リ-ダ-会社

調査項目 内　　　容

提案会社No.

内　　容 略　　図　（出来るだけ危険状態が判るように）

作　成

発　行 年 月 日
幹事会社

 工場：　　　　 　 　　　　　　　　.
 部署：　　　　　　　　　　　　　　.

回答部署受付      年 　月　  日

　会社：　     　　　　　　         .
　部署：　　　　　　　　　　　　　.

効果確認      年  　月　  日



・「やらされ感」から「やりがい感」に進化してきている。

・全社員が関心を持ち、職場の人間関係が良くなった。

・大きな環境変化に対応出来ていない。

・不安全行動に対してお互いに注意しあえる安全風土づくり。

・粘り強く地道にやり続けることが必ずや将来もっと良くなると
信じ継続していきたい。

【評価】

【今後の進め方】

４．現時点での評価まとめ

最後に最後に



ご清聴ありがとう  
ございました。


	スライド番号 1
	目　次
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	ご清聴ありがとう�　　　　　　ございました。



